
　

本
市
平
佐
町
出
身
の
有
あ
り
し
ま
た
け
し

島
武
を
父
に
持
つ

里
見
弴
は
、
明
治
21
年
、
神
奈
川
県
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
明
治
・
大
正
・
昭
和
に
わ
た
り

文
壇
で
活
躍
し
た
作
家
で
、「
善ぜ

ん
し
ん
あ
く
し
ん

心
悪
心
」

「
多た

情じ
ょ
う
ぶ
っ
し
ん

仏
心
」「
極ご
く
ら
く楽
と
ん
ぼ
」な
ど｢

自
分
の

信
条
を
貫
い
て
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ｣

を

テ
ー
マ
に
、数
多
く
の
作
品
を
残
し
ま
し
た
。

こ
の｢

ま
ご
こ
ろ
哲
学｣

と
い
わ
れ
る
独
自
の

思
想
に
由
来
し
て｢

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館｣

は
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
里
見
は
、
２
人
の
兄（
作
家
の
武た

け
お郎
、

画
家
の
生い

く
ま馬
）と
共
に「
有
島
３
兄
弟
」と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
作
家
の
志
賀
直
哉
と

は
特
に
親
交
が
深
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
お

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
逸
話
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

里
見
は
、
昭
和
58
年
1
月
21
日
、
94
歳
で

亡
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
日
が
大
寒
の
時
期

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら｢

大
寒
忌｣

と
呼
ば
れ
、

里
見
と
交
流
が
あ
っ
た
平
佐
西
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
有
志
ら
は
、
同
氏
を
し
の
ぶ
集
い
を
企
画

し
ま
し
た
。
没
後
34
年
目
を
迎
え
た
今
日
も

続
け
ら
れ
、
里
見
の
人
柄
や
一
族
の
魅
力
に

つ
い
て
語
り
合
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館
　
　
　

　「
大
寒
忌
」コ
ー
ナ
ー

【
時
】＝
１
月
17
日（
火
）〜
22
日（
日
）９
時
〜

17
時　

＊
入
館
は
16
時
30
分
ま
で

【
所
】＝
２
階　

常
設
展
示
室
内

【
内
容
】＝
里
見
弴
の
命
日「
大
寒
忌
」に
つ
い

て
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

【
入
館
料
】＝

▼
小
・
中
・
高
校
生
＝
１
５
０
円

▼
大
人
＝
３
０
０
円

＊ 

た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
、
小
・
中
・

高
校
生
の
入
館
料
は
無
料

【
問
合
先
】＝
川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

（
25
）５
５
８
０

■
慈じ
が
ん
か
ん

眼
観
の
碑

　

昭
和
44
年
、
里
見
は
兄
・
生
馬
と
共
に
川

内
へ
足
を
運
び
、
ゆ
か
り
の
地
に
あ
る
平
佐

西
小
学
校
で
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、
そ
の
後
も
有
島
家
の
人
々
と

の
交
流
が
続
き
、
里
見
が
亡
く
な
っ
た
後
、

同
校
に
里
見
の
遺い

ぼ
く墨「
慈
眼
観
」の
書
が
送
ら

れ
、
こ
の
文
字
を
刻
ん
だ
記
念
碑
が
同
校
敷

地
内
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。 

■
川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

　

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館
で
は
、
里
見
ゆ
か

り
の
文
芸
資
料
を
中
心
に
、
有
島
三
兄
弟
の

資
料
、
白

※
し
ら
か
ば樺
派
の
書
や
絵
画
、
川
内
ゆ
か
り

の
作
家
・
芸
術
家
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

※ 

白
樺
派
…
明
治
43
年
創
刊
の
文
芸
誌｢

白

樺｣

を
中
心
に
し
た
人
道
主
義
・
理
想
主

義
の
作
品
お
よ
び
作
家

　

こ
の
他
に
も
、
本
市
ゆ
か
り
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
山や

ま
も
と
さ
ね
ひ
こ

本
實
彦
主
宰
の
総
合
雑
誌『
改
造
』

が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
寄
稿
さ
れ
た
近
代
文

学
者
ら
の
貴
重
な
直
筆
原
稿
や
資
料
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
里
見
は『
改
造
』

に
も
多
く
の
作
品
を
寄
稿
し
て
い
ま
す
。

▼里見弴が晩年を
　過ごした鎌倉・
　怡

い ご あ ん

吾庵を再現

▲常設展示室　２階

▲慈眼観の碑

特
集

里
見
弴
と  ｢

大
寒
忌｣

薩
摩
川
内
ゆ
か
り
の
作
家

▲ 30 歳時の里見弴

▲ 兄弟で手掛けた（表紙：
有島生馬、画図案：里見
弴）「白樺」第２巻第３号

▲ ｢改造｣第 10 巻第５号
　昭和３年５月号　目次

　

｢

電
話
帳
を
ペ
ラ
ペ
ラ
と
め
く
り
、
指
で

ト
ン
と
突
い
た
所
が
里
見
姓
で
あ
っ
た
」こ

と
か
ら
、｢

里
見
弴｣

と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム

は
生
ま
れ
た
と
の
こ
と
。
里
見
の
ユ
ー
モ

ア
あ
ふ
れ
る
一
面
が
垣
間
見
え
ま
す
。

一
口
メ
モ

さ
と

か
ん

と
ん

だ
い

み

き

【
問
合
先
】＝
▼
本
庁
保
険
年
金
課
国
民
年
金
グ
ル
ー
プ　

     　

（
23
）５
１
１
１（
内
線
２
８
２
１
）

　
　
　
　
　

▼
川
内
年
金
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

      　
（
22
）５
２
７
６

　
　
　
　
　

▼
一
般
的
な
年
金
相
談
＝
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル　

０
５
７
０（
０５
）１
１
６
５

　

日
本
に
住
所
が
あ
る
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の

全
て
の
方
は
、
国
民
年
金（
厚
生
年
金
を
含
む
）

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
の
被
保
険
者
は
、
左
表
の
と
お
り

３
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
就
職
や
退
職
、
結

婚
な
ど
に
よ
り
、
年
金
の
種
類
や
保
険
料
の
納

付
方
法
が
変
わ
る
た
め
、
そ
の
都
度
、
届
け
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
届
け
出
が
遅
れ
る

と
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
減
っ
た
り
、
受

け
取
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

20
歳
に
な
っ
た
と
き

　

学
生
、
自
営
業
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
方
な
ど（
厚

生
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
方
）

【
必
要
な
も
の
】＝

▼
印
鑑（
本
人
手
続
き
の
場
合
は
不
要
）

▼
年
金
事
務
所
か
ら
届
い
た
書
類

▼
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書（
免
除

　

申
請
を
す
る
場
合
）

離
職
・
退
職
し
た
と
き

　

会
社
や
役
所
を
離
職
・
退
職
し
た
20
歳
か
ら

60
歳
未
満
の
方

【
必
要
な
も
の
】＝

▼
印
鑑（
本
人
手
続
き
の
場
合
は
不
要
）

▼
年
金
手
帳（
基
礎
年
金
番
号
）

▼
離
職
・
退
職
日
が
分
か
る
書
類（
資
格
喪
失

　

連
絡
票
や
退
職
辞
令
な
ど
）

＊
免
除
申
請
を
す
る
場
合
は
、
離
職
票
な
ど
が

　

別
途
必
要

配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き

　

扶
養
さ
れ
て
い
る
方
の
収
入
増
や
配
偶
者
と

の
離
婚
、
ま
た
は
配
偶
者
の
退
職
・
死
亡
な
ど

に
よ
り
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
配
偶
者

の
扶
養
か
ら
外
れ
た
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

【
必
要
な
も
の
】＝

▼
印
鑑（
本
人
手
続
き
の
場
合
は
不
要
）

▼
年
金
手
帳（
基
礎
年
金
番
号
）

▼
扶
養
か
ら
外
れ
た
日
が
確
認
で
き
る
書
類

任
意
加
入
し
た
い
と
き
は（
60
歳
以
降
）

　

資
格
期
間
を
満
た
し
た
い
方
や
年
金
額
を
増

や
し
た
い
方
は
任
意
で
加
入
で
き
ま
す
。

【
必
要
な
も
の
】＝

▼
印
鑑（
本
人
手
続
き
の
場
合
は
不
要
）

▼
年
金
手
帳（
基
礎
年
金
番
号
）

▼
預
金
通
帳
と
届
出
印

届
け
出
の
提
出
は

　

本
庁
保
険
年
金
課
国
民
年
金
Ｇ
ま
た
は
各
支

所
地
域
振
興
課
市
民
生
活
Ｇ（
鹿
島
支
所
は
市

民
福
祉
Ｇ
）

届
け
出
に
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
代
理
人
の
場
合
は
別
途
、

委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

＊
20
歳
以
上
の
方
が
就
職
し
た
と
き
、
結
婚
や

　

 

退
職
で
配
偶
者
の
扶
養
に
入
っ
た
と
き
、
配

偶
者
が
会
社
を
変
わ
っ
た
と
き
は
、
就
職
先

ま
た
は
配
偶
者
の
勤
務
先
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

＊
印
鑑
は
、
ス
タ
ン
プ
印
を
除
き
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
申
請
に
よ
り
、
所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の

納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る｢

国
民
年
金

保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
制
度｣

が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
相
談
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
２
年
を
経
過
す
る
と
納

付
で
き
ま
せ
ん
。｢

後
納
制
度｣

は
、
平
成
30
年

９
月
ま
で
の
期
間
に
限
り
、
過
去
５
年
以
内
の

納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

＊
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る

　

方
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

【
後
納
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
】＝

▼
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
額
で
き
ま
す
。

▼
年
金
の
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

　

り
ま
す
。

　

後
納
制
度
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
た
め

に
は
、
事
前
に
年
金
事
務
所
へ
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
、
国
民
年
金
保
険
料
専
用

ダ
イ
ヤ
ル  

０
５
７
０（
０
１
１
）０
５
０
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金

被保険者の種類 第1号被保険者 第2号被保険者 第3号被保険者

対    象    者

・20 歳以上の学生
・農林漁業・商業など
　の自営業者やその家
　族 （第 2 号・第 3 号
　被保険者に当たらな
　い方）
・無職の方  など

会社員、公務員など 第 2 号被保険者に扶
養されている 20 歳以
上 60 歳未満の配偶者
（専業主婦など）

加入する年金の種類 国民年金のみ 国民年金+厚生年金 国民年金のみ

届出先 市役所 勤務先 配偶者の勤務先

保険料の納付方法 本人が納付 勤務先が納付 不要(配偶者が加入す
る制度が負担)

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

　
　
　
　
　
　 

困
難
な
と
き
に
は

第
一
号
被
保
険
者
へ
の
加
入
・

    

変
更
の
届
け
出
が
必
要
な
場
合

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
に
は

　
　
　 ｢

後
納
制
度｣

の
利
用
を
！

こ
ん
な
と
き
に

届
け
出
が
必
要
で
す
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